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（１）バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 

■平成１７年度バリアフリー優秀大賞、バリアフリー奨励賞が決まりました 

  本年度のバリアフリー優秀大賞が、バリアフリー推進ネットワーク幹事会により、以下のとおり

決まりました。大賞受賞者の皆さまは、11 月 14 日に開催された第４回交通バリアフリー推進の集

いで表彰されました。また、バリアフリー奨励賞も発表されました。 

  ＜＜バリアフリー優秀大賞＞＞ 

つくばエクスプレス線 

（首都圏新都市鉄道株式会社、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構） 

フェリーきょうと２／フェリーふくおか２ 

    （株式会社名門大洋フェリー、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構） 

ほのぼの安心マップ （ほのぼの広島会） 

駅ボランティア事業 （横浜市交通局） 

子育て応援タクシー事業（NPO法人わははネット、有限会社花園タクシー） 

  ＜＜バリアフリー奨励賞＞＞ 

    金ケ崎駅合築施設（岩手県金ケ崎町） 

大島航路バリアフリー整備事業（大島汽船株式会社） 

バリアフリーマップづくり（ひとにやさしい地下街ガイドマップの作成）  

（大阪地下街株式会社、株式会社グランドプラン研究所） 

市民による交通バリアフリーの新たな展開への取り組み（大阪市北区役所）  

  

■交通バリアフリー推進の集い、交通バリアフリー推進セミナー報告書配布について 

  交通バリアフリー推進の集いの当日配付資料（第２回～４回）をご希望の方は、ご連絡ください。  

→FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 

 

（２）ネットワーク参加団体からのお知らせ 

■地域ふれあいフォーラムINたまな－暮らしを支える地域のきずなづくり－ 

日程： 1月22日(日)13：00～17：00 

会場：九州看護福祉大学 教室ほか 

基調講演『地域の絆 ふれあいネットワークづくり』阿部かおり氏（NPO法人たすけ愛 京築 代表） 

分科会：①地域通貨とﾈｯﾄﾜｰｸ、②外出支援と移送サービス、③地域による見守りﾈｯﾄﾜｰｸ 

参加費：資料代として300円、17：00～交流会500円 

※駐車場(無料)は学生用の駐車場をご利用ください 

参加申し込み：2006年1月20日までにFax・郵送・mailにて申し込み下さい 

〒865-0025 熊本県玉名市高瀬542開眼ビル2階  NPO法人 地域たすけあいの会 

(fax)0968-71-0337 (mail) sasaeai@mx21.tiki.ne.jp まで 

氏名(ふりがな)、所属、住所、電話、mail、希望：①②③交流会を明記の上 

問い合わせ：西島・木村 電話(0968-71-0056) 

 

■川崎市シンポジウム コミュニティバスのあり方を考える 

 日時：1月24日（火）18:30～20:30 

 会場：いさご会館2F大ホール 川崎市川崎区宮本町3-3 

 プログラム  

報告：川崎市の地域交通の現状と課題について 川崎市 

講演：市民による地域交通の事例報告～神戸すみよし台くるくるバスについて～ 森栗茂一氏 

パネルディスカッション「コミュニティバスのあり方を考える」 

 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：中村文彦氏（横浜国立大学大学院教授） 

 ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：森栗茂一氏、打越綾子氏（成城大学法学部助教授）、市民代表、交通事業者、川崎市    

参加費：無料 
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参加申し込み：氏名、所属、住所（町丁名までで構いません）、TEL、FAX、E-mail をご記入の上、

FAX044-200-3967（川崎市まちづくり局交通計画課宛）までお申し込みください。 

問い合せ：川崎市まちづくり局計画部交通計画課 TEL044-200-2034 

 

■ユニバーサルデザインフォーラム主催、2006年 新春公開講演会＆懇親会のご案内 

日時：1月24日(火)講演会15：00～17：15（14：00 開場）懇親会17：30～19：00 

会場：講演会 株式会社 日本経済社別館5階大会議室 

 (東京都中央区銀座7-13-5 銀座第3東芝ビル5F）※銀座東武ホテルのそば 

懇親会 Sun-mi 高松7丁目店 

内容：「企業評価と需要を高める食のＵＤへの取り組み」勝尾岳彦（日経デザイン編集長：UDF理事） 

「ｶﾗｰﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎と実例」武者廣平（(株)武者ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ代表取締役社長：UDF理事） 

会費：講演会3,000円(お一人様) 懇親会2,000円(お一人様) 

申込方法：新春講演会・懇親会とも下記UDF ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞよりお申込み→http://www.universal-design.gr.jp/ 

 

 

（３）エコモからのお知らせ 

■国際セミナー「交通のバリアフリー化に向けたアジアの取り組み」開催のお知らせ（予告） 

         Asian Efforts for Barrier-free Transportation  

交通エコロジー・モビリティ財団では、2006年2月に国際セミナー「交通のバリアフリー化に向

けたアジアの取り組み」を開催致します。 

わが国では交通バリアフリー法の施行から５年が経過し見直しを開始する節目の時期となりまし

た。アジア地域の国々でも様々なかたちで交通のバリアフリー化に取り組んでいます。各国の対応

の中で、優れた制度や技術について情報交換し、また今後の課題を認識しながら、より広範囲での

規格の統一化や技術移転などの展望について議論することを目的としています。 

このセミナーでは、韓国、中国（香港）、タイ、ラオスの各国で活躍する方々にスピーカーとして

ご参加頂くとともに、わが国のこれまでの取り組みや政策的な方向性など、第一線の研究者、障害

のある人、行政関係者等を交えて議論する予定です。 

開催日時 ２００６年２月２７日（全体会議）・２８日（テーマ別会議） 

会  場 京王プラザホテル（東京・新宿） 

セミナー参加者の募集、詳細なプログラム等は後日発表致します。 

お問い合わせ バリアフリー推進部  電話 03-3221-6673 ファクス 03-3221-6674 

  http://www.ecomo.or.jp/barier_free/h17seminar/060227-28seminar/060227-28kaigaiseminer.htm 

 

■バリアフリー学習図鑑「みんなで考えるバリアフリー」（CD-ROM）の公開 

  子供達がバリアフリーや福祉に関する学習を進める上で、障害のある人達の日常の不便さ等を知

り、ハード面のバリアフリー、ソフト面での（心の）バリアフリーを理解し、バリアフリー社会の

実現を自分のこととして捉えるため親しみやすいCD-ROMを作成しました。現在、交通エコモ財団の

ホームページにて公開しています。是非ご利用ください。 

→ http://www.ecomo.or.jp/index_img/kaisetsu.htm 

 

■らくらくおでかけネット 

  現在は、鉄道駅3,944駅、空港83、バス180、旅客船456ターミナルの情報を提供しています。

最近の１日のアクセス件数は、約4,000件となりました。特に、携帯端末によるアクセスが増えて

います。また、ハンドル式電動車いすの鉄道利用が可能な駅が公表されています。なお、アドレス

は下記の通りです。 

アドレス：（パソコン版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/index/ 

             （携帯版＝i-mode,vodafone）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile/ 

            （携帯版＝EZ-web）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile_ez/ 
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■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 

   公共交通ターミナルのバリアフリー度評価に関する簡易評価マニュアルを公開していますが、こち
らは、あくまでも地域の市民や学生の皆様などが自主的に評価に取り組まれる時のために提供してい

ますので、ご自由にお使いください。なお、実際に駅を評価される場合は、皆様の自主的な活動とし

て、鉄道事業者の方にご連絡してください。 

   
 

（４）行政からのお知らせ 

■～すべての人々が安心して生活できるﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ環境を目指して～都道府県別ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ指標の公表 

   国土交通省では、バリアフリー施設整備の進捗に、地方公共団体の取り組みに差が見られること

から、旅客施設、道路、都道府県庁・市町村役場等の公共建築物、バス車両等のバリアフリー化の

状況、交通バリアフリー法に基づく基本構想の策定状況等の個別指標について情報収集を行い、地

方公共団体毎にとりまとめて公表することとしました。 

   これにより、地方公共団体の意識の向上、基本構想作成促進を図り、面的なバリアフリー環境の

整備に資することを目的としています。 

   → http://www.mlit.go.jp/barrierfree/barrierfree_.html 

 

■交通バリアフリー法移動円滑化基本構想策定状況（平成17年11月末まで）  

 基本構想を作成済みの市区町村 194市町村(223基本構想) 

  詳細はこちらまで → 

 http://www.mlit.go.jp/barrierfree/transport-bf/basicplan/jyurijyoukyou1709.pdf 

 

 

（５）ニュース 

■goo、携帯で音声入力する経路検索サービスの実証実験 

  検索エンジンにおける音声認識実験「スピーチ・アシステッド・サーチ」が昨年12月5日～1月

31日まで実施されております。 

詳細はこちら→http://labs.goo.ne.jp/speech/ 

 

■1月28日からJR東日本モバイルsuicaサービス開始 

携帯電話機を利用した「モバイルSuica」サービス（会員制）が1月28日（土）からスタートし

ます。携帯電話機の持つ「通信機能」、「画面表示機能」とSuicaとの融合により、これまでのSuica

カードが進化した、斬新で便利な「モバイルSuica」サービスにご期待ください。 

詳細はこちら→http://www.jreast.co.jp/press/2005_2/20051110.pdf 

 

■2007年3月からsuicaとPASMOの相互利用サービス開始 

  首都圏のJR・公民鉄をはじめ路線バスなどに１枚のIC乗車券で乗車できる「IC乗車券の相互利

用サービス」が開始します。このICカードは子供用SFカードの発行や電子マネーの相互利用サー

ビスなども開始します。 

詳細はこちら→http://www.jreast.co.jp/press/2005_2/20051208.pdf 

 

■羽田発の空港バス、携帯をチケット代わりに 

東京空港交通は、羽田空港発の空港バスにおいて、携帯電話をチケット代わりに使える電子チケ

ットサービスが昨年の12月1日より導入されました。 

詳細はこちら→http://www.95bus.com/t/ 
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（６）各種催し物のお知らせ 

■第６回出版ＵＤ研究会 ユニバーサルデザインにおける色覚バリアフリー 

～色弱の人に配慮したデザイン・色彩設計を考える～ http://www.d-kobo.jp/ud-pub.htm 

 日時：1月27日 ／ 場所：東京しごとセンター ５Ｆ 第２セミナー室 

■第４回しずおかユニバーサルデザイン大会 

 日時：1月28日～29日 ／ 場所：講演会場:しずぎんホールユーフォニア8F  

展示会場:静岡グランドホテル中島屋 中島ビル3F 紺屋町STUDIO 

■高齢、障害と自立に関する国際会議  http://www.icadi.phhp.ufl.edu/ 

 日時：2月1日～4日 ／ 場所：フロリダ大学 

■第3回 環境＆福祉ビジネスフェア in Kumamoto 

 日時：2月10日～12日 ／ 場所：グランメッセ熊本   

■シルバーサービス 2006 http://www.seniorexpo.jp/ 

 日時：3月2日～4日 ／ 場所：パシフィコ横浜 

■バリアフリー2006 http://www.itp.gr.jp/bf/ 

 日時：4月20日～22日 ／ 場所：インテックス大阪 

■REHAB Scandinavia 2006 - Cure & Care (2006年 北欧ﾘﾊﾋﾞﾘ展) http://www.rehab-scandinavia.com/UK-index.htm 

 日時：4月25日～27日 ／場所：Bella Center   

■インテックス・フェスタ 2006 http://www.fair.or.jp/messe/ 

日時：5月2日～5日 ／ 場所：インテックス大阪   

■第9回 国際福祉健康産業展～ウェルフェア2006～ 

   日時：5月19日～21日 ／ 場所：ポートメッセなごや 

■Exposanita' - International Healthcare Exhibition （国際ヘルスケア見本市）http://www.senaf.it/ 

 日時：5月25日～28日 ／ 場所：Bologna Fair District   

■第33回土木計画学研究発表会（春大会） http://www.jsce.or.jp/committee/ip/ip33/index.html 

 日時：6月10日～11日（予定） ／ 場所：東北大学青葉山キャンパス 

■第２回介護フェア2006 

 日時：7月12日～14日 ／ 場所：東京ビックサイト東展示棟（東京国際展示場） 

■MEDTRADE 2006 http://www.medtrade.com/medtrade/index.jsp 

 日時：9月19日～21日 ／ 場所：Georgia World Congress Center   

■IPEC21-2006 6th INTERIOR PRO EX CO ひと・環境・デザイン http://www.ipec21.jp/ 

 日時：10月11日～13日 ／ 場所：東京ビッグサイト西展示棟（東京際展示場）  

■REHACARE International 2006 (国際リハビリテーション・介護機器展)  http://www.rehacare.de  
 日時：10月18日～21日 ／ 場所：デュッセルドルフ見本市会場     

■P.P.C. 2006 第8回西日本国際福祉機器展 http://www.nishiten.or.jp/fukushi/ 

 日時：11月9日～11日 ／ 場所：西日本総合展示場・新館 

■新潟ビジネスメッセ 2006 (仮称） http://messe.pavc.ne.jp/ 

 日時：11月16日～17日 ／ 場所：新潟市産業振興センター   

■日経住まいのリフォーム博 2006 （第2回）http://sumai.nikkei.co.jp/reform/reformhaku/  

日時：12月14日から ／ 場所：東京ビッグサイト（東京国際展示場）   

 
（７）その他 

■書籍に関して  

現在バリアフリー関係の書籍、パンフレットを発行しております。ご興味のある方は、当財団の

ホームページへ。→ http://www.ecomo.or.jp/barier_free/bari_f_index.html 

■記事募集中！ 

 現在、次号メールマガジンに掲載させて頂ける記事を募集中です。セミナーのお知らせや、活

動報告、コラム等々何でも結構です。どしどしお寄せください。掲載をご希望の方は、メールかFAX

でお送りください。 

   → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 
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 ■お願い（必ずお読みください。） 

・転送先及び、送付先について 
   このメールマガジンをご転送頂く際は、そのネットワーク、もしくは団体のお名前と人数をお

教え頂ければと思います。また、このメールマガジンをなるべく E-mail で送付させて頂きたい

と思います。アドレスをお持ちの方はご連絡ください。 

→ E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

 

 

コ ラ ム 

今年の干支は「いぬ」。われわれ人間にとって、身近に親しみやすい動物であり、いろんな分野で活躍

している。盲導犬、介助犬、聴導犬、警察犬、救助犬など、われわれの日常生活を助けてくれている。

例えば聴導犬は、外から電話が掛かってきたときに飼い主の足や体の一部をさわり、電話が掛かって

きたことを知らせてくれる。中国の十二支動物誌（鄭高詠著）の中に「犬は大変な寂しがりやで、凄

い動物と友達になりたくて虎、熊、イノシシと順に訪ね歩き、最後に猟師に行き着いた。」とある。人

間との共生を意味している。わが国では「花咲爺さん」「桃太郎」がある。また、安産の守り神として

祀られるいぬは、金銀財宝の象徴でもある。金銀財宝は災いの元になるのであまり好ましくないが、

安産は少子化対策で大いに期待したいものである。 

 


